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　精密なタンパク質定量は数理科学の導入にとって必須である。われわれは全てのタンパ
ク質を絶対定量するため、ヒトの全リコンビナントタンパク質 25,000 種を試験管内で合
成し、この情報を基に高速ターゲットプロテオミクスで短時間に多数のタンパク質の絶対
定量を可能にする iMPAQT法を発明した（特許第 5468073 号）。この iMPAQT法を用いて多
くのタンパク質の絶対定量を行った。特に正常細胞とがん細胞について、その代謝状態の
変化をもたらすキー酵素を探索した。この結果、がんにおける代謝シフトは、炭素ソース
利用をエネルギー産生から高分子化合物合成へリモデリングする大規模な適応戦略である
ことが明らかとなり、今までワールブルグ効果として知られていた好気的解糖シフトは、
その一部を見ているに過ぎないことが判明した。さらに主要な窒素源であるグルタミン代
謝もがんでは大きくシフトしていることを発見した。われわれはこれを「第二のワールブ
ルグ効果」と呼び、そのキー酵素を同定することに成功した。このように iMPAQT法を
駆使してがん代謝の全貌を解明することによって、その性質と治療標的が浮かび上がって
きた。
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